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模擬訓練で、認知症の方の対応学ぶ
認知症一人歩き（徘徊）保護訓練

１年間の集大成、活動発表会開催！
よえもん道場

　小学生４～６年生を対象に行う体験
活動「よえもん道場」では、３月９日

（日）に、1 年間の活動の総まとめと
して、活動発表会を開催しました。
　８日（土）の午後から発表会に向け
てみんなで自炊をしながら合宿をし、
発表会に臨みました。
　発表会では、司会、受け付けなど大
人の手を借りずに自分たちの力で役割
を分担し、各班の代表者の作文発表や
スライド写真を使った活動発表、また、
お世話になった方々へ感謝の言葉を述
べました。
　1 年間の活動を通し、子どもたちの
成長が感じられる堂々とした立派な発
表会となりました。

（高島市青少年育成市民会議）
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１年間ともに活動した仲間
と集合写真をパチリ。

　３月 16 日（日）、安曇川町の藤江区で、「認知症一人
歩き保護訓練」が行われ、事前の勉強会に参加した地区
の福祉推進員や小学生など、約 20 人が参加しました。
　はじめに認知症の方への対応のポイントについて、高
島市社会福祉協議会の職員から説明を受けたあと、屋外
で実践訓練が行われました。訓練は、認知症高齢者が徘
徊によって行方不明になったとの想定で、キャラバンメ
イトが認知症役となって集落内を徘徊。参加者は配布さ
れた情報シートを手掛かりに、4 班に分かれて捜索しま
した。徘徊者を発見した参加者は、キャラバンメイト迫
真の演技にたじろぎながらも、声の掛け方や対応方法な
どを実践していました。実践訓練のあと、撮影した映像
をもとに、対応方法について振り返るとともに、参加者
をはじめ、キャラバンメイトや保健師など、今回の訓練
に関わった方々で感想や評価をはじめ、改善点や対策な
どを話し合いました。
　平成 25 年度、市内で、認知症の方が徘徊で警察に保
護された件数は 51 件で、その数は年々増加しています。
高島市では、認知症の方が住み慣れた地域で安心して生
活できるよう、こうした取り組みを他の地区にも広げて
いきます。（秘書広報課）

　３月 26 日（水）新旭公民館で「高島市見守りネット
ワーク事業」協力事業者協定式を行い、事業の趣旨に賛
同いただいた 51 の協力事業者と協定書を取り交わしま
した。
　「見守りネットワーク事業」は、ひとり暮らしの高齢
者や子どもたち等が安心して暮らせるよう、事業所や企
業の皆さんに日常業務の中で、さりげない見守りにご協
力をいただき、異変を察知した場合は市へ通報するしく
みです。今回の協定により４月１日から事業を始めまし
たが、引き続き協力事業者を募集しています。ご協力い
ただける事業者は、お問い合わせいただくか市ホームペ
ージをご覧ください。

（ 社会福祉課　 （25）8120）
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事業所と「見守り」協定
見守りネットワーク事業協力事業者協定式

　第 36 回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカ
ップ春季水泳競技大会が３月 26 日（水）から
30 日（日）まで東京辰巳国際水泳場で行われ
ました。
　この大会は指定された競技会で大会参加標準
記録を突破された選手のみ参加できる大会で
す。出場された方は、高島Ｂ＆Ｇ海洋センター
所属の中村海渡くん（比叡山高１年、高島中出
身）、大塚陽平くん（比叡山高１年、高島中出身）、
兼田真奈さん（高島小４年）です。兼田さんは
同センター内において女性初の出場でした。
　　　　　　　　　　　　（市民スポーツ課）

全国ジュニアオリンピック
カップ春季水泳大会出場

兼田さん 中村くん大塚くん

横木安奈さん、
青年海外協力隊でモザンビークへ！

　「青年海外協力隊」としてＪＩＣＡ（国際協力機構）からアフリカのモザンビー
クに派遣される横木安奈さん（安曇川町）が、出発直前の３月 19 日（水）に市役
所を訪問してくださいました。
　横木さんは、これまで南米のメキシコやブラジルで営業や通訳業務を経験されて
こられました。今回のモザンビークへの派遣では、農家の収入向上や作物の質の向
上につながるよう、農民や農業普及員の意識改革のためにコミュニティ開発の活動
をされます。
　現地でのご活躍をお祈りしますとともに、帰国後には、モザンビークの文化など
の報告がいただけることを楽しみにしています。（市民協働課）

●ＪＩＣＡボランティア春募集●
　ＪＩＣＡボランティア事業は国際協力の志を持った方々を開発途上国に派遣
し、現地の人々とともに生活し、異なる文化・習慣に溶け込みながら、草の根レ
ベルで途上国の抱える課題の解決に貢献する事業です。
　ＪＩＣＡではボランティアを募集しています。応募方法など詳しくは（公財）
滋賀県国際協会内ＪＩＣＡ滋賀デスク（☎０７７- ５２６- ０９３１）までお問
い合わせください。
▼募集内容　○青年海外協力隊、○シニア海外ボランティア
▼募集締切　５月 12 日（月）

アフリカ大陸
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